
市
初
の
全
市
域
で
の

一
斉
訓
練

「全員無事」のために、自分たちがやる！「全員無事」のために、自分たちがやる！ 午前９時、市全域に鳴り響くサイレン午前９時、市全域に鳴り響くサイレン！！

特集あ
れ
か
ら

年
　

令
和
６
年
11
月
10
日
に
市
全
域
を

対
象
と
し
た
防
災
訓
練
「
市
民
大
訓

練
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
予
測
さ
れ
る
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地

震
に
備
え
、
地
域
の
自
発
的
な
自

助
・
共
助
の
取
り
組
み
を
強
化
す

る
こ
と
が
目
的
で
す
。

問 

防
災
課
（
☎
８
２
５
・
２
１

９
４
）

全
市
域
で
約
８
０
０
０
人
の

市
民
が
参
加
!!

　

令
和
６
年
４
月
に
開
校
し
た
望
が
丘
小
学
校
・
中
学
校
で
は
、

６
０
３
人
の
参
加
者
が
集
ま
り
、
地
域
協
働
協
議
会
を
中
心
に 

訓
練
を
実
施
し
た
。

地域協働協議会を中心に訓練が進められる。「発災直後は救助や
各種支援が到着しないおそれがあるため、自分たちのことは自分で
やる必要がある」ことを参加者が共有する。

自治会指定の集合場所や自宅から続々と、
避難所に参加者が集まる。

令和６年8月8日の「南海
トラフ地震臨時情報（巨
大地震注意）」に伴い、
市では同日災害警戒本
部を設置しました。

自
宅
で
身
を
守
る
訓
練

か
ら
開
始
。

　
午
前
９
時
に
防
災
行
政
無
線
サ
イ
レ

　
午
前
９
時
に
防
災
行
政
無
線
サ
イ
レ

ン
発
報
で
訓
練
ス
タ
ー
ト
。
自
宅
で
身

ン
発
報
で
訓
練
ス
タ
ー
ト
。
自
宅
で
身

を
守
る
訓
練
の
後
に
、
指
定
場
所
へ
集

を
守
る
訓
練
の
後
に
、
指
定
場
所
へ
集

合
も
し
く
は
直
接
、
避
難
所へ集
合
を

合
も
し
く
は
直
接
、
避
難
所へ集
合
を

開
始
す
る
。
自
宅
を
出
る
前
は
ガ
ス
の

開
始
す
る
。
自
宅
を
出
る
前
は
ガ
ス
の

元
栓
を
閉
め
、
電
源
ブ
レ
ー
カ
ー
を
落

元
栓
を
閉
め
、
電
源
ブ
レ
ー
カ
ー
を
落

と
す
な
ど
の
確
認
を
忘
れ
ず
に
行
う
。

と
す
な
ど
の
確
認
を
忘
れ
ず
に
行
う
。

避
難
開
始
！

避
難
開
始
！

そ
し
て
、
避
難
所
へ

そ
し
て
、
避
難
所
へ

シ
ル
バ
ー
世
代
だ
け

で
な
く
、
子
ど
も
の

参
加
も
多
く
見
ら
れ
た
。

子
ど
も
と
一
緒
に
参
加

で
き
た
の
は
貴
重
な
経
験

　

最
近
引
っ
越
し
て
き
ま
し
た
。

子
ど
も
も
生
ま
れ
、
災
害
時
に
つ

い
て
家
族
で
も
良
く
話
し
ま
す
。

　
今
回
は
子
ど
も
と
一
緒
に
避
難

所
に
実
際
に
来
る
こ
と
が
で
き
て

貴
重
な
経
験
に
な
り
ま
し
た
。
子

ど
も
が
成
長
し
て
も
継
続
し
て
訓

練
に
参
加
し
た
い
で
す
。

参加者インタビュー

１

　
令
和
６
年
１
月
１
日
に
起
き
た
「
令
和
６
年
能
登
半
島

地
震
」
に
対
し
枚
方
寝
屋
川
消
防
組
合
は
同
日
に
現
地
へ

派
遣
隊
を
送
り
ま
し
た
。
こ
の
地
震
で
は
最
大
４
万
6
８

８
人
が
避
難
し
ま
し
た（
内
閣
府
の
デ
ー
タ
よ
り
）。

参加者の数を確認。
災害時は安否確認のための重要な情報となる。

輪島市内（令和6年1月）

市市民民
大大訓練訓練
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救助活動救助活動

校門横の鍵ボックス。震度５以上で自動開錠。
中には校門の鍵やマニュアルなど。

市市民民
大大訓練訓練
特集

救助活動救助活動

発
災
か
ら
一
定
の
時
間
は
、救
急
も
市
職
員
も
支
援
に
向
か
え
な
い

発
災
か
ら
一
定
の
時
間
は
、救
急
も
市
職
員
も
支
援
に
向
か
え
な
い

だ
か
ら
、そ
の
間
に
地
域
の
み
ん
な
で
助
け
合
わ
な
い
と
い
け
な
い

だ
か
ら
、そ
の
間
に
地
域
の
み
ん
な
で
助
け
合
わ
な
い
と
い
け
な
い
！！！！

市立小中学校に配備されている救助用資機材生死を分ける時間帯

体
育
館
で
テ
ン
ト
設
置
訓
練
。
思
っ
て
い

た
よ
り
簡
単
に
で
き
た
と
の
声
が
あ
っ
た
。

できれば１週間分できれば１週間分！！最低でも３日分は必要最低でも３日分は必要！！！！
18万人以上の市民は、自らの備蓄を活用してもらわなけ18万人以上の市民は、自らの備蓄を活用してもらわなけ
ればなりませんればなりません（南海トラフ地震での寝屋川市の被害想定）（南海トラフ地震での寝屋川市の被害想定）

　想定では、　想定では、市内の３分の１の家屋が全壊・半壊の被害を受け、市内の３分の１の家屋が全壊・半壊の被害を受け、
約４万人の市民約４万人の市民が避難所で市が備蓄している食料の支援などを受が避難所で市が備蓄している食料の支援などを受
けることになります。けることになります。残りの 18 万人以上の市民残りの 18 万人以上の市民は、原則として、は、原則として、
自ら備蓄した食料を活用してもらう必要があります。自ら備蓄した食料を活用してもらう必要があります。

大
人
2
人

１
週
間
分
の
例

米
2kg × 2 袋

肉・野菜などの
缶詰×18 缶

カレーなどレトル
ト食品×18 個

カップ麺、パック
ごはん×６個

　下の表は東日本大震災で自
衛隊が救助できた実績値です。　　
　発災から時間が経つにつれ
救助できた数が大きく減少し、
迅速な救助が生死を左右する
ことが分かります。

救
助
隊
は
来
な
い

救
助
隊
は
来
な
い
……
……

だ
か
ら
自
分
で
助
け
る
し
か
な
い
！

だ
か
ら
自
分
で
助
け
る
し
か
な
い
！

地域で避難所を開設！！地域で避難所を開設！！
　

訓
練
で
は
避
難
所
で
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
確
保
と
感
染
症
予
防
な
ど
の
た
め
の

「
テ
ン
ト
」設
営
を
実
際
に
体
験
。
実
は
子
ど
も
や
女
性
で
も
容
易
に
設
営
で
き
る
。

　

ま
た
、
妊
産
婦
や
配
慮
を
要
す
る
人
の
た
め
の
特
別
室
や
ペ
ッ
ト
専
用
ス
ペ
ー

ス
な
ど
〝
全
員
〟
で
生
き
延
び
る
た
め
の
取
り
組
み
が
確
認
さ
れ
た
。

　

大
規
模
災
害
時
に
、
市

職
員
や
地
域
協
働
協
議
会

役
員
に
よ
る
避
難
所
開
錠

が
困
難
な
場
合
で
も
、
速

や
か
に
避
難
で
き
る
よ

う
、
震
度
５
以
上
を
感

知
し
た
場
合
に
自
動
開

錠
す
る
鍵
ボ
ッ
ク
ス
を

市
立
小
・
中
学
校
に
設

置
し
ま
し
た
。

0
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48%48%

5%6%
※参考  政府広報オンライン※参考  政府広報オンライン

※出典  防衛省

水　2 L × 24 本
（１人１日 3 L 程度）

カセットコンロ、ボンベ×12 本
（１人１日１本弱程度）

必需品

主菜・主食

支援がほとんど無い
発災直後の時間帯こそが
命が助かる重要な時間

テント設営を教わる子どもたち。

震
度
を
感
知
し
自
動
で

震
度
を
感
知
し
自
動
で

開
錠『
鍵
ボ
ッ
ク
ス
』

開
錠『
鍵
ボ
ッ
ク
ス
』！！！！！！

必需品

個人で確保！！個人で確保！！

地域で「命」を守る！！地域で「命」を守る！！
チェーンソー
バッテリー式が４機、エンジン式が
１機備蓄されています。倒壊した住
宅からの救助の際
などに使用。

キックバックと
は刃の上部先端
に物が当たると、
刃が跳ね上がっ
て使用者に跳ね
返る現象のこと
で、大事故につ
ながる危険性が
あります。

“キックバック”
に注意 !!

油圧ジャッキ
倒壊した住宅などで
挟まれている箇所を
持ち上げる際に使用。
家屋の２次倒壊など
周辺に注意する必要
があります。

チップソーカッター
金属の切断に使用。ただし
火花が発生するので失
明防止のゴーグル着
用や燃料への引火
防止などの確認
が必要です。

火花で
失明しない
ように !!

発災１日目に救助できた
数を100％とした場合
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